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て
言
え
ば
、
単
に
自
然
災
害
一
般
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、「
戦
時
下
に
起
こ
っ
た
」
と
い
う
時
代
に
即

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
神
戸
市
文
書
館
が
所
蔵
す
る
阪
神
大
水
害

関
係
の
公
文
書
を
展
示
に
利
用
で
き
た
こ
と
が
、
内
容

の
充
実
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
果
を
広

く
共
有
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
史
料
の
収
集
・

整
理
・
保
存
・
公
開
・
活
用
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く

よ
う
、
神
戸
市
文
書
館
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

郷
土
史
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に

　
―
朝
来
市
と
の
連
携
事
業
を
ふ
り
か
え
っ
て
―

添
田
　
仁

は
じ
め
に

　

兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町
。
か
つ
て
生
野
銀
山
の

鉱
山
町
と
し
て
栄
え
た
こ
の
町
も
、
昭
和
四
八
年

（
一
九
七
三
）
の
閉
山
で
基
幹
的
産
業
を
失
っ
て
以
降
、

慢
性
的
な
雇
用
不
足
と
人
口
流
出
に
悩
ま
さ
れ
て
き

た
。
現
在
で
は
、
史
跡
・
生
野
銀
山
を
中
心
と
し
て
山

間
の
静
か
な
観
光
地
で
あ
る
。

　

生
野
町
と
神
戸
大
学
文
学
部
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

（
当
時
）
は
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
、
地

域
の
古
文
書
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
の
開
発

に
か
か
わ
る
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ

に
先
立
つ
か
た
ち
で
、
生
野
町
と
神
戸
大
学
工
学
部

建
築
史
研
究
室
は
、
生
野
鉱
山
を
は
じ
め
と
す
る
近

代
化
遺
産
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
を
、
平
成
一
三
年

（
二
〇
〇
一
）
に
始
め
て
い
る
。
平
成
一
六
年
一
一
月

か
ら
は
、神
戸
大
学
で
文
部
科
学
省
・
現
代
的
教
育
ニ
ー

ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
歴
史
遺
産
の
活
用
を

図
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
」
事
業
が
始
ま
り
、
生
野
町

は
、
地
元
の
住
民
と
大
学
生
が
協
力
し
て
、
地
域
歴
史

遺
産
の
保
全
・
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
実
践
フ
ィ
ー
ル

ド
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）

三
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
発
展
さ
せ
、

学
術
研
究
・
教
育
の
分
野
で
全
面
的
な
協
力
関
係
を
築

く
た
め
に
、
生
野
町
と
神
戸
大
学
は
「
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
結
ん
だ
。
こ
れ
は
、
同
年
四
月
に
生
野

町
が
和
田
山
町
・
朝
来
町
・
山
東
町
と
合
併
し
て
朝
来

市
と
な
っ
て
か
ら
も
朝
来
市
と
の
間
で
引
き
継
が
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
朝
来
市
と
の
連
携
事
業
を

ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
地
域
歴
史
遺
産
を
取
り
巻
く
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一
　
郷
土
史
を
め
ぐ
る
課
題

　

ま
ず
、
共
同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
の
生
野
に

お
け
る
郷
土
史
を
め
ぐ
る
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　

生
野
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
に
生
野
銀
山
を
管
轄
し

た
生
野
陣
屋
が
置
か
れ
た
こ
と
や
、
幕
末
に
尊
攘
派
の

志
士
が
そ
の
陣
屋
を
急
襲
・
占
拠
し
た
「
生
野
義
挙
」

が
勃
発
し
た
地
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
早
く
か
ら
澤
宣
一
・
望
月
茂
『
生
野
義

挙
と
其
同
志
』
や
柏
村
儀
作
校
補
『
生
野
史
』
と
い
っ

た
郷
土
誌
の
刊
行
が
盛
ん
で
あ
り
、
郷
土
史
研
究
の
面

で
分
厚
い
歴
史
を
有
す
る
町
で
も
あ
る
。
戦
後
に
〈
生

野
町
史
談
会
〉
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
〈
生

野
銀
山
史
談
会
〉も
活
動
し
て
い
る
。同
会
は
、年
報『
一

里
塚
』
を
発
行
し
て
積
極
的
な
郷
土
史
の
掘
り
起
こ
し

を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
歴
史
ガ
イ
ド
を
務
め

る
な
ど
、
生
野
の
歴
史
文
化
に
か
か
わ
っ
て
長
年
不
可
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欠
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
元
の
歴
史

に
興
味
を
持
つ
一
般
の
住
民
の
方
と
も
お
話
し
す
る
な

か
で
、郷
土
史
と
〈
生
野
銀
山
史
談
会
〉
を
め
ぐ
っ
て
、

課
題
が
少
し
ず
つ
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

第
一
に
、
一
般
の
住
民
に
つ
い
て
、
歴
史
に
興
味
は

あ
っ
て
も
、
生
野
の
郷
土
史
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
な
い
方
が
多
か
っ
た
こ
と
。
先
に
あ
げ
た
『
生
野

史
』
な
ど
は
、
文
章
の
大
半
を
史
料
の
引
用
が
占
め
、

現
代
語
訳
や
補
足
説
明
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
「
専
門
的

す
ぎ
る
」「
読
み
に
く
い
」
と
酷
評
、
敬
遠
さ
れ
て
い

た（
１
）。

ま
た
、
直
接
古
文
書
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
方
も

多
か
っ
た
。
平
成
一
六
年
一
二
月
に
開
催
し
た
古
文
書

講
座
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
触
れ
て
み
よ
う
」
や
、

同
一
七
年
一
〇
月
に
生
野
書
院
で
開
催
し
た
特
別
展
示

「
も
う
ひ
と
つ
の
生
野
〜
江
戸
時
代
の
生
野
を
た
ず
ね

て
〜
」
で
は
、
普
段
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
や
蔵
に
収
め
ら
れ

て
い
る
古
文
書
や
絵
図
を
間
近
で
適
宜
さ
わ
り
な
が
ら

観
覧
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
よ
い
反
応
を
い
た

だ
い
た
。

　

第
二
に
、
同
じ
く
一
般
の
住
民
に
つ
い
て
、
郷
土
史

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
自
体
を
敬
遠
（
遠
慮
）
す
る
節

が
あ
っ
た
こ
と
。
た
と
え
ば
、
あ
る
住
民
は
「
生
野
町

で
は
、
町
民
の
方
々
が
毎
月
一
回
、
独
自
に
古
文
書
学

習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
学
習
会
は
、
長
年
継
続
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
参
加
者
の
古
文
書
読
解
の
レ
ベ
ル
も

か
な
り
高
い
。
そ
う
し
た
参
加
者
の
レ
ベ
ル
を
反
映
し

て
、
テ
キ
ス
ト
も
非
常
に
難
易
度
の
高
い
も
の
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
古
文
書
を
学
ぼ
う
と
す
る

初
心
者
に
は
難
解
す
ぎ
る
た
め
、
参
加
し
て
も
つ
い
て

い
け
な
く
な
り
、
参
加
を
断
念
す
る
場
合
が
多
い（

２
）」

と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
学
習
会
」
と
は
、
先
の
〈
生
野

銀
山
史
談
会
〉
の
こ
と
で
あ
る
。「
古
文
書
を
読
み
た

く
て
も
読
め
な
い
人
」に
と
っ
て
、〈
生
野
銀
山
史
談
会
〉

の
高
度
な
古
文
書
の
読
解
能
力
は
、
郷
土
史
へ
の
入
口

を
塞
ぐ
高
い
壁
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ほ
か
に
一
般
の
方
が
郷
土
史
に
ア
ク
セ
ス
す
る
回
路
は

な
く
、生
野
の
郷
土
史
研
究
は
、（
あ
く
ま
で
結
果
的
に
、

で
は
あ
る
が
）
一
部
の
郷
土
史
家
の
「
専
売
特
許
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

第
三
に
、〈
生
野
銀
山
史
談
会
〉に
つ
い
て
、メ
ン
バ
ー

の
高
齢
化
が
進
み
、
同
会
自
体
が
組
織
の
存
続
に
不
安

を
感
じ
て
い
た
こ
と
。
郷
土
史
の
担
い
手
と
し
て
、
新

た
な
層
を
獲
得
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
朝
来
市
と
の
連

携
事
業
は
、
地
域
の
み
ん
な
に
郷
土
史
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
、
誰
で
も
郷
土
史
を
語
り
継
い
で
い
け
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
郷
土
史
の
裾
野
を
少
し

ず
つ
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
た
。

二
　
郷
土
史
の
裾
野
を
広
げ
る
試
み

（
一
）〈
生
野
古
文
書
初
級
教
室
〉
と
「
あ
さ
ご
の
歴
史

と
古
文
書
講
座
」

　

郷
土
史
を
語
り
継
ぐ
担
い
手
を
増
や
す
た
め
に
、
地

元
に
の
こ
る
古
文
書
を
解
読
す
る
勉
強
会
を
新
た
に
組

織
し
た
。
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
〜
三
月
に
か

け
て
初
心
者
向
け
の
古
文
書
講
座
（
講
師
は
河
野
未
央

氏
が
担
当
）
を
実
施
し
、
そ
の
講
座
の
受
講
者
が
中
心

と
な
っ
て
、
同
年
四
月
に
〈
生
野
古
文
書
初
級
教
室
〉

が
立
ち
上
が
っ
た
。
現
在
は
〈
生
野
古
文
書
教
室
〉
と

名
前
を
変
え
、
ほ
ぼ
毎
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
地
元
の
古

文
書
を
素
材
に
し
た
勉
強
会
を
続
け
て
い
る
。
同
会
メ

ン
バ
ー
の
古
文
書
読
解
能
力
の
成
長
は
め
ざ
ま
し
く
、

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月
に
は
、上
生
野
村
「
御

仕
置
五
人
組
帳
」（
生
野
書
院
所
蔵
）
の
翻
刻
・
読
み

下
し
・
現
代
語
訳
を
ま
と
め
た
生
野
古
文
書
教
室
編『
解

読	

御
仕
置
五
人
組
帳
』
を
発
刊
し
た
。
も
と
も
と
く

ず
し
字
も
読
め
な
か
っ
た
住
民
が
、
自
分
た
ち
の
手
で

郷
土
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
地
域
の
方
々

に
向
け
て
発
信

す
る
ま
で
に

至
っ
た
こ
と
を

素
直
に
喜
び
た

い
。

　

次
に
、〈
生

野
古
文
書
教

室
〉
の
活
動
が

安
定
し
た
段
階

で
、
さ
ら
に
そ

初級者向け古文書勉強会（2006年2月）



活動報告
　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター活動報告

169

の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
も
進
め
た
。
と
り
わ

け
、
住
民
の
な
か
に
〈
生
野
古
文
書
初
級
教
室
〉
の
よ

う
に
古
文
書
を
初
級
か
ら
学
び
た
い
と
い
う
声
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
二
四
年
度
ま

で
の
三
年
間
、「
あ
さ
ご
の
歴
史
と
古
文
書
講
座
」
を

年
四
回
の
ペ
ー
ス
で
開
設
し
た
。
内
容
は
、（
１
）
朝

来
市
域
の
古
代
か
ら
近
代
ま
で
を
住
民
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
歴
史
講
座
、（
２
）
初
心
者
向
け
の
古
文
書

講
座
、
さ
ら
に
（
３
）
自
宅
に
お
持
ち
の
古
文
書
に
つ

い
て
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、と
い
う
三
部
構
成
で
あ
る
。

会
場
は
可
能
な
限
り
合
併
前
の
旧
四
町
に
振
り
分
け
、

毎
回
四
〇
名
程
度
参
加
者
を
得
た
。
こ
の
講
座
を
経
て

〈
生
野
古
文
書
教
室
〉の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
住
民
も
い
る
。
今
後
、
第
二
・
第
三
の
〈
生
野
古
文

書
初
級
教
室
〉
の
立
ち
上
げ
も
検
討
し
た
い
。

（
二
）
生
野
書
院
所
蔵
文
書
の
整
理
と
公
開

　

史
料
を
安
全
な
環
境
の
も
と
で
保
管
し
、
後
世
に
伝

え
て
い
く
取
り
組
み
も
進
め
て
き
た
。
最
初
に
、
生
野

書
院
所
蔵
文
書
の
保
存
・
管
理
体
制
の
整
備
に
取
り
組

ん
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で
同
文
書
に
つ
い
て
は
、

酸
性
紙
の
袋
に
入
れ
ら
れ
、
一
部
の
詳
し
い
者
だ
け
が

比
較
的
自
由
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
文
書

保
存
・
管
理
の
観
点
か
ら
見
て
好
ま
し
く
な
い
点
が
多

く
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
す
べ
て
の
古
文

書
を
中
性
紙
の
封
筒
や
箱
に
移
し
替
え
て
保
存
の
環
境

を
整
え
た
。
平
成
一
六
年
に
は
、
一
般
の
方
で
も
閲
覧

し
や
す
い
よ
う
に
、
史
料
一
点
ご
と
の
内
容
説
明
を
充

実
さ
せ
た
目
録
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
四
年
に

は
、
江
戸
時
代
に
郷
宿
を
務
め
た
吉
川
家
の
古
文
書
を

再
整
理
し
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
編
『
吉
川
家
文
書
目
録
』
を
刊
行
し
た
。

朝
来
市
域
で
史
料
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が

最
初
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
に
は
、〈
生
野
古
文
書
初

級
教
室
〉（
当
時
）
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
、

生
野
書
院
内
で
古
文
書
の
画
像
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い

る
。
結
果
、
閲
覧
に
よ
る
現
物
の
劣
化
を
食
い
止
め
る

と
と
も
に
、
一
般
の
方
で
も
手
軽
に
古
文
書
を
見
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
措
置
に
対
し
て
一
部
の
住
民
か
ら
反
発

も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
学
主
導
で
行
わ
れ
た
古
文
書

の
管
理
強
化
に
よ
っ
て
、
住
民
が
地
元
の
古
文
書
を
自

由
に
閲
覧
す
る
権
利
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
趣
旨
の
抗
議

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
進
め
た
整
備
は
、
そ

れ
ま
で
一
部
の
人
に
よ
っ
て
管
理
・
活
用
さ
れ
て
い
た

古
文
書
を
、よ
り
安
全
で
透
明
性
の
高
い
方
法
で
守
り
、

同
時
に
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
回
路
を
設
け
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
住
民
全
体
の
利
益
を
鑑

み
れ
ば
良
策
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
古
文
書
の
保
存
・
管
理
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
く
上
で
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
か
っ

た
。
と
り
わ
け
、
住
民
自
身
の
手
で
古
文
書
を
整
理
し

て
目
録
を
作
成
し
、
公
開
に
向
け
た
環
境
を
整
え
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
。
公
的
な
価
値
を
付
与
さ
れ
、
管
理
者
・
取

扱
担
当
者
も
限
定
さ
れ
て
い
る
指
定
文
化
財
と
は
異
な

り
、
地
域
歴
史
遺
産
の
価
値
は
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
所

蔵
者
、
行
政
の
文
化
財
担
当
者
、
研
究
者
、
郷
土
史
家
、

一
般
の
住
民
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
ス
に
応
じ
て
相
対

的
か
つ
流
動
的
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
な
か
で
認
識
が

共
有
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
地

域
歴
史
遺
産
を
保
全
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
の
意
義
や
責
任
の
所
在
も
曖
昧
に
な
り
、
そ
れ

ら
の
多
く
が
行
き
場
を
失
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ

る
。
生
野
の
場
合
も
、
住
民
は
古
文
書
を
読
む
こ
と
は

し
て
も
、
古
文
書
を
整
理
・
保
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
専
門
研
究
者
や
行
政
の
「
仕
事
」
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

（
三
）
住
民
自
身
に
よ
る
古
文
書
の
整
理
と
保
存

　

地
域
歴
史
遺
産
を
守
っ
て
い
く
べ
き
主
体
は
誰
か
と

問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
所
蔵
者
、
行
政
の
文
化
財
担

当
者
、
郷
土
史
家
、
一
般
の
住
民
の
別
な
く
、
地
元
の

住
民
全
員
と
考
え
る
。
朝
来
市
と
の
連
携
事
業
で
は
、

宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
地
域
歴
史
遺
産
を
少
し
で
も
多

く
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
土
台
作
り
に
も

着
手
し
た
。

　

ま
ず
、
市
内
外
を
問
わ
ず
、
朝
来
市
域
に
か
か
わ
る
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古
文
書
の
調
査
・
蒐
集
と
整
理
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で

に
、
吉
川
増
太
郎
文
書
、
石
川
家
文
書
、
太
田
虎
一
旧

蔵
文
書
、
佐
藤
家
文
書
（
以
上
、
旧
生
野
町
）、
枚
田

家
文
書
（
旧
和
田
山
町
）、
山
田
家
文
書
（
福
崎
町
）、

寺
田
家
文
書
（
香
美
町
）、
石
川
凖
吉
関
係
資
料
（
東

京
都
）
等
に
つ
い
て
、
調
査
・
整
理
し
、
写
真
撮
影
と

目
録
の
作
成
を
行
っ
た
（
一
部
は
作
成
中
）。
と
く
に
、

石
川
家
文
書
と
石
川
凖
吉
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
別

途
三
菱
財
団
か
ら
の
助
成
を
受
け
整
理
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
蒐
集
し
た
古
文
書
を
用
い
て
、
地
元
の
住
民

に
地
域
歴
史
遺
産
の
重
要
性
と
、
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え

て
い
く
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
機
会
を

設
け
た
。
と
く
に
、
石
川
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
二
月
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生

野
の
歴
史
再
発
見

―
森
垣
村
石
川
家
と
生
野
銀
山

―
」
を
開
催

し
た
。構
成
は
、

（
１
）
石
川
家

文
書
の
整
理
過

程
で
明
ら
か
に

な
っ
た
史
実
を

還
元
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た

講
演
会
（
森
田

竜
雄
「
肖
像
・

墓
碑
銘
・
過
去
帳
か
ら
み
た
石
川
家
」）、（
２
）
大
学

生
と
住
民
が
一
緒
に
行
う
石
川
家
文
書
の
整
理
体
験
、

（
３
）
石
川
家
文
書
の
所
蔵
者
が
、
大
学
生
や
近
隣
住

民
に
向
か
っ
て
、
古
文
書
を
所
蔵
す
る
者
の
経
験
や
思

い
を
伝
え
る
座
談
会
の
三
本
立
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
成
二
三
年
二
月
に
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
古
文
書
の

裏
打
ち
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
講
師
は
工
房
レ
ス
ト

ア
・
平
田
正
和
氏
が
担
当
）、
特
別
展
示
「
再
発
見	

銀

山
の
遺
産

―
森
垣
村
石
川
家
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

も
の

―（
３
）」

も
開
催
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
奥
銀
谷

自
治
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
り
、
比
較
的

判
読
し
や
す
い
近
代
文
書
の
整
理
を
進
め
る
と
い
う
新

し
い
企
画
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
企
画
を
通
し

て
、
地
元
の
住
民
が
地
域
歴
史
遺
産
に
対
す
る
認
識
を

共
有
し
、
そ
れ
ら
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
う
。

（
四
）
地
域
か
ら
学
ぶ

　

朝
来
市
と
の
連
携
事
業
の
特
徴
は
、
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
に
、
文
部
科
学
省
・
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
歴
史
遺
産
の
活
用
を
図
る
地
域

リ
ー
ダ
ー
養
成
」
事
業
、
な
ら
び
に
平
成
一
八
年
度
〜

二
四
年
度
の
「
地
域
歴
史
遺
産
活
用
企
画
演
習
」
と
し

て
、
地
域
社
会
の
な
か
で
住
民
と
一
緒
に
地
域
歴
史
遺

産
の
保
全
・
活
用
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
の

育
成
フ
ィ
ー
ル

ド
に
位
置
付
け

ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
朝
来
市

は
、
大
学
生
・

大
学
院
生
が
授

業
で
学
ん
で
き

た
理
論
や
知
識

を
試
し
、
地
域

歴
史
遺
産
の
保

全
と
活
用
を
め
ぐ
る
地
域
の
実
状
と
、
実
践
的
な
方
法

論
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
も
な
っ
た
。

　

と
く
に
、
学
芸
員
や
教
員
を
目
指
す
学
生
が
中
心
に

な
っ
て
、
地
域
住
民
の
生
の
声
を
聴
き
な
が
ら
地
域
歴

史
遺
産
の
保
全
と
活
用
に
従
事
し
た
。
歴
史
講
演
会
や

展
示
会
で
は
、
歴
史
研
究
の
成
果
を
地
域
に
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
す
る
方
法
を
追
究
し
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て

の
歴
史
研
究
の
意
義
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
の
地
域
史
研
究
の
意
義
を
学
ん
だ
。
現
地
の
ガ

イ
ド
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
郷
土
史
の
持

つ
歴
史
と
奥
深
さ
を
体
感
し
た
。
古
文
書
整
理
で
は
、

整
理
が
済
ん
で
整
え
ら
れ
た
古
文
書
で
は
な
く
、
蔵
出

し
さ
れ
た
ば
か
り
の
古
文
書
を
整
理
し
、
歴
史
資
料
と

し
て
目
の
前
に
用
意
さ
れ
る
ま
で
の
苦
労
を
体
験
し

た
。
古
文
書
所
蔵
者
を
囲
ん
で
の
座
談
会
で
は
、
古
文

書
を
守
り
伝
え
て
い
く
上
で
の
苦
悩
、
自
宅
の
古
文
書

所蔵者を囲む座談会（2009 年 3 月）

市民との古文書整理（2009 年 3 月）
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を
歴
史
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
側
の
思
い
に
直
接
触

れ
た
。
学
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
は
大
学
の
な
か
に
い

て
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

　

将
来
的
に
、
学
芸
員
や
教
員
の
職
務
と
し
て
地
域
の

歴
史
文
化
に
か
か
わ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
職
務
で
は
な

く
て
も
一
住
民
と
し
て
活
動
に
参
加
す
る
人
、
も
し
く

は
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
な
く
て
も
、
活
動
に
対

し
て
肯
定
的
に
理
解
し
て
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
、
一

人
で
も
多
く
育
つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

豊
か
な
歴
史
文
化
を
有
す
る
地
域
と
は
、
単
に
往
時

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
景
や
、
歴
史
研
究
者
が
意
義

を
付
与
し
た
史
料
の
み
を
断
片
的
に
切
り
取
り
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
た
歴
史
像
が
一
方
的
に
復
元
・
発
信
さ
れ

て
い
る
場
の
集
合
体
で
は
な
い
。
歴
史
研
究
者
も
含
め

て
、
実
際
に
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
び
と
が
対
話

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
文
化

遺
産
を
自
ら
の
手
で
守
り
、
掘
り
起
し
、
そ
の
成
果
を

自
ら
の
感
性
で
発
信
す
る
と
い
う
、
生
き
た
歴
史
文
化

が
充
満
し
た
場
の
集
合
体
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
核
と
な
る
べ
き
地
域
歴
史
遺
産
の
未

来
は
安
泰
と
は
言
え
な
い
。
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
む

地
域
で
、文
化
財
行
政
に
宛
て
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
・

場
所
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
地
域
の
歴
史

文
化
を
リ
ー
ド
し
た
郷
土
史
は
後
継
者
不
足
に
悩
み
、

全
体
と
し
て
力
を
失
い
つ
つ
あ
る（

４
）。そ

し
て
所
蔵
者
は
、

先
人
が
の
こ
し
た
地
域
歴
史
遺
産
を
守
り
続
け
る
こ
と

に
多
大
な
労
力
を
費
や
し
、
疲
弊
し
て
い
る
。
地
域
社

会
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
、
の
こ
さ
れ
て
き
た
地
域
歴

史
遺
産
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
本
来
的
に
は
地
域
社
会

が
持
つ
べ
き
責
任
が
所
蔵
者
個
人
に
押
し
付
け
ら
れ
て

い
る
状
態
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

地
域
の
歴
史
文
化
を
一
部
の
住
民
だ
け
が
背
負
う
時

代
は
、
も
う
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、
地
域

歴
史
遺
産
を
行
政
や
所
蔵
者
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
地
域
歴
史
遺
産
を
め
ぐ
る
課
題
を
地
域
社
会
に
く

ら
す
住
民
一
人
一
人
が
自
分
た
ち
の
課
題
と
し
て
と
ら

え
、
地
域
全
体
で
解
決
す
る
こ
と
に
理
解
と
協
力
を
惜

し
ま
な
い
社
会
を
取
り
戻
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何

か
。
依
然
、
答
え
は
出
て
い
な
い
。

註（
１
）　

こ
の
叙
述
の
方
法
こ
そ
が
、
生
野
の
郷
土
史
家

が
戦
前
・
戦
中
の
郷
土
史
を
自
省
し
、
真
実
性

を
追
求
し
た
結
果
の
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
添

田
仁
「
戦
後
郷
土
史
の
な
か
の
地
域
歴
史
遺
産

―
生
野
町
史
談
会
の
挑
戦

―
」（
神
戸
大
学

大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
編

『「
地
域
歴
史
遺
産
」
の
可
能
性
』、
岩
田
書
院
、

二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
２
）　

河
野
未
央
「
朝
来
市
生
野
町
と
の
連
携
事
業
」

（『
平
成
一
七
年
度
事
業
報
告
書	

歴
史
文
化
に
基

礎
を
お
い
た
地
域
社
会
形
成
の
た
め
の
自
治
体
等

と
の
連
携
事
業
（
４
）』、二
〇
〇
六
年
）、七
三
頁
。

（
３
）　

朝
来
市
・
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
添
田
仁
・
橋
本
寛
子
）『
図

録	

再
発
見	

銀
山
の
遺
産

―
森
垣
村
石
川
家
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

―
』（
二
〇
一
一
年
）。

（
４
）　

飯
澤
文
夫「
郷
土
史
団
体
の
現
在
」（
前
掲『「
地

域
歴
史
遺
産
」
の
可
能
性
』
所
収
）。


